
(57)【要約】　　　（修正有）

【課題】内視鏡用クリップを清潔に保つことができ、よ

り簡便にカテーテルへの装着作業を行うことができる、

内視鏡用クリップを収納するための包装体を提供する。

【解決手段】体内の部位を把持可能に開閉する把持部５

４を一端に有し、カテーテル６０に接続される接続部５

２を他端に有する内視鏡用クリップ５０を収納するため

の包装体１００であって、基材２０と、フィルム１０と

を備え、基材とフィルムとの間に内視鏡用クリップが遊

動しない状態で収納されるように、基材とフィルムとが

ヒートシールされたヒートシール部１６を有し、内視鏡

用クリップを収納した場合において、当該内視鏡用クリ

ップの接続部の平面視側部に位置するヒートシール部の

少なくとも一方が、接続部に向かって湾入するような凹

み１５を有している、内視鏡用クリップを収納するため

の包装体。

【選択図】図２
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【 実 用 新 案 登 録 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 体 内 の 部 位 を 把 持 可 能 に 開 閉 す る 把 持 部 を 一 端 に 有 し 、 カ テ ー テ ル に 接 続 さ れ る 接 続 部
を 他 端 に 有 す る 内 視 鏡 用 ク リ ッ プ を 収 納 す る た め の 包 装 体 で あ っ て 、
　 基 材 と 、 フ ィ ル ム と を 備 え 、
該 基 材 と 該 フ ィ ル ム と の 間 に 前 記 内 視 鏡 用 ク リ ッ プ が 遊 動 し な い 状 態 で 収 納 さ れ る よ う に
、 該 基 材 と 該 フ ィ ル ム と が ヒ ー ト シ ー ル さ れ た ヒ ー ト シ ー ル 部 を 有 し 、
　 前 記 内 視 鏡 用 ク リ ッ プ を 収 納 し た 場 合 に お い て 、 当 該 内 視 鏡 用 ク リ ッ プ の 前 記 接 続 部 の
平 面 視 側 部 に 位 置 す る ヒ ー ト シ ー ル 部 の 少 な く と も 一 方 が 、 前 記 接 続 部 に 向 か っ て 湾 入 す
る よ う な 凹 み を 有 し て い る 、 内 視 鏡 用 ク リ ッ プ を 収 納 す る た め の 包 装 体 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 内 視 鏡 用 ク リ ッ プ を 収 納 し た 場 合 に お い て 、 当 該 内 視 鏡 用 ク リ ッ プ の 前 記 接 続 部 の
平 面 視 側 部 に 位 置 す る ヒ ー ト シ ー ル 部 の 両 方 が 、 前 記 接 続 部 に 向 か っ て 湾 入 す る よ う な 凹
み を 有 し て い る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 内 視 鏡 用 ク リ ッ プ を 収 納 す る た め の 包 装 体 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 基 材 か ら 前 記 フ ィ ル ム を 剥 離 し た 際 に 、 前 記 凹 み を 介 し て 前 記 フ ィ ル ム が 切 断 さ れ
、 前 記 フ ィ ル ム の 一 部 が 剥 離 す る こ と に よ り 、 前 記 内 視 鏡 用 ク リ ッ プ の 接 続 部 近 傍 の み が
露 出 す る 、 請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の 内 視 鏡 用 ク リ ッ プ を 収 納 す る た め の 包 装 体 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 凹 み が 、 頂 角 が ７ ０ ° 以 下 の 鋭 角 状 の 凹 部 で あ る 、 請 求 項 １ ～ ３ の い ず れ か に 記 載
の 内 視 鏡 用 ク リ ッ プ を 収 納 す る た め の 包 装 体 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 内 視 鏡 用 ク リ ッ プ を 収 納 し た 場 合 に お い て 、 当 該 内 視 鏡 用 ク リ ッ プ の 前 記 接 続 部 の
平 面 視 側 部 方 向 に お け る 包 装 体 の 側 端 部 に 、 フ ィ ル ム が 切 断 さ れ る 際 の 起 点 と な る 切 り 込
み が 形 成 さ れ て い る 、 請 求 項 １ ～ ４ の い ず れ か に 記 載 の 内 視 鏡 用 ク リ ッ プ を 収 納 す る た め
の 包 装 体 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 フ ィ ル ム が 、 前 記 内 視 鏡 用 ク リ ッ プ を 収 納 し た 場 合 に お い て 、 当 該 内 視 鏡 用 ク リ ッ
プ の 前 記 接 続 部 の 平 面 視 側 部 方 向 に お い て 切 断 し 易 い フ ィ ル ム で あ る 、 請 求 項 １ ～ ５ の い
ず れ か に 記 載 の 内 視 鏡 用 ク リ ッ プ を 収 納 す る た め の 包 装 体 。
【 請 求 項 ７ 】
　 請 求 項 １ ～ ６ の い ず れ か に 記 載 の 包 装 体 、 お よ び そ の 内 部 に 収 納 さ れ た 内 視 鏡 用 ク リ ッ
プ を 備 え た 、 内 視 鏡 用 ク リ ッ プ 内 蔵 包 装 体 。
【 考 案 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 考 案 は 、 内 視 鏡 用 ク リ ッ プ を 個 包 装 す る た め に 用 い ら れ る 包 装 体 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 、 特 許 文 献 １ に 記 載 さ れ て い る よ う な 内 視 鏡 用 ク リ ッ プ を 個 包 装 す る た め の 包 装 体
が 利 用 さ れ て い た 。 こ の 包 装 体 は 、 包 装 体 の フ ィ ル ム を 剥 離 し て 内 部 に 収 納 さ れ た 内 視 鏡
用 ク リ ッ プ を 取 り 出 し 、 こ の 内 視 鏡 用 ク リ ッ プ を 手 に 持 っ て カ テ ー テ ル の 先 端 に 装 着 す る
こ と に よ り 使 用 さ れ て い た 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ０ － ３ ３ ５ ６ ３ １ 号 公 報
【 考 案 の 開 示 】
【 考 案 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 し か し 、 こ の 場 合 、 内 視 鏡 用 ク リ ッ プ を 手 に 直 接 持 つ 必 要 が あ る た め 、 内 視 鏡 用 ク リ ッ
プ が 不 衛 生 と な っ て い た 。 ま た 、 包 装 体 の フ ィ ル ム の 剥 離 が う ま く い か ず 、 作 業 が 手 間 取
る 場 合 が あ っ た 。 こ の た め 、 よ り 簡 便 で 、 清 潔 に 利 用 で き る 包 装 体 が 求 め ら れ て い た 。
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【 ０ ０ ０ ４ 】
　 そ こ で 、 本 考 案 は 、 ク リ ッ プ を 清 潔 に 保 つ こ と が で き 、 よ り 簡 便 に 内 視 鏡 用 ク リ ッ プ を
カ テ ー テ ル に 装 着 す る こ と が で き る 、 内 視 鏡 用 ク リ ッ プ を 収 納 す る た め の 包 装 体 、 お よ び
内 視 鏡 用 ク リ ッ プ 内 蔵 包 装 体 を 提 供 す る こ と を 課 題 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 以 下 、 本 考 案 に つ い て 説 明 す る 。 な お 、 本 考 案 の 理 解 を 容 易 に す る た め に 添 付 図 面 の 参
照 符 号 を 括 弧 書 き に て 付 記 す る が 、 そ れ に よ り 本 考 案 が 図 示 の 形 態 に 限 定 さ れ る も の で は
な い 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 第 １ の 本 考 案 は 、 体 内 の 部 位 を 把 持 可 能 に 開 閉 す る 把 持 部 （ ５ ４ ） を 一 端 に 有 し 、 カ テ
ー テ ル に 接 続 さ れ る 接 続 部 （ ５ ２ ） を 他 端 に 有 す る 内 視 鏡 用 ク リ ッ プ （ ５ ０ ） を 収 納 す る
た め の 包 装 体 で あ っ て 、 基 材 （ ２ ０ ） と 、 フ ィ ル ム （ １ ０ ） と を 備 え 、 基 材 と フ ィ ル ム と
の 間 に 内 視 鏡 用 ク リ ッ プ が 遊 動 し な い 状 態 で 収 納 さ れ る よ う に 、 基 材 と フ ィ ル ム と が ヒ ー
ト シ ー ル さ れ た ヒ ー ト シ ー ル 部 （ １ ６ ） を 有 し 、 内 視 鏡 用 ク リ ッ プ を 収 納 し た 場 合 に お い
て 、 当 該 内 視 鏡 用 ク リ ッ プ （ ５ ０ ） の 接 続 部 （ ５ ２ ） の 平 面 視 側 部 に 位 置 す る ヒ ー ト シ ー
ル 部 （ １ ６ ） の 少 な く と も 一 方 が 、 接 続 部 に 向 か っ て 湾 入 す る よ う な 凹 み （ １ ５ ） を 有 し
て い る 、 内 視 鏡 用 ク リ ッ プ を 収 納 す る た め の 包 装 体 （ １ ０ ０ ） で あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 第 １ の 本 考 案 に お い て 、 内 視 鏡 用 ク リ ッ プ （ ５ ０ ） を 収 納 し た 場 合 に お い て 、 当 該 内 視
鏡 用 ク リ ッ プ （ ５ ０ ） の 接 続 部 （ ５ ２ ） の 平 面 視 側 部 に 位 置 す る ヒ ー ト シ ー ル 部 （ １ ６ ）
の 両 方 が 、 接 続 部 に 向 か っ て 湾 入 す る よ う な 凹 み （ １ ５ ） を 有 し て い る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 内 視 鏡 用 ク リ ッ プ （ ５ ０ ） を 収 納 し た 第 １ の 本 考 案 の 包 装 体 を 実 際 に 使 用 す る 場 合 、 基
材 （ ２ ０ ） か ら フ ィ ル ム （ １ ０ ） を 剥 離 し た 際 に 、 凹 み （ １ ５ ） を 介 し て フ ィ ル ム が 切 断
さ れ 、 フ ィ ル ム の 一 部 が 剥 離 す る こ と に よ り 、 内 視 鏡 用 ク リ ッ プ （ ５ ０ ） の 接 続 部 （ ５ ２
） 近 傍 の み が 露 出 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 第 １ の 本 考 案 に お い て 、 凹 み （ １ ５ ） は 、 頂 角 が ７ ０ ° 以 下 の 鋭 角 状 の 凹 部 で あ る こ と
が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 第 １ の 本 考 案 に お い て 、 内 視 鏡 用 ク リ ッ プ （ ５ ０ ） を 収 納 し た 場 合 に お い て 、 当 該 内 視
鏡 用 ク リ ッ プ （ ５ ０ ） の 接 続 部 （ ５ ２ ） の 平 面 視 側 部 方 向 に お け る 包 装 体 （ １ ０ ０ ） の 側
端 部 に 、 フ ィ ル ム が 切 断 さ れ る 際 の 起 点 と な る 切 り 込 み （ ３ ０ ） が 形 成 さ れ て い る こ と が
好 ま し い 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 第 １ の 本 考 案 に お い て 、 フ ィ ル ム （ １ ０ ） は 、 内 視 鏡 用 ク リ ッ プ （ ５ ０ ） を 収 納 し た 場
合 に お い て 、 当 該 内 視 鏡 用 ク リ ッ プ （ ５ ０ ） の 接 続 部 （ ５ ２ ） の 平 面 視 側 部 方 向 に お い て
切 断 し 易 い フ ィ ル ム で あ る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 第 ２ の 本 考 案 は 、 第 １ の 本 考 案 の 包 装 体 （ １ ０ ０ ） 、 お よ び そ の 内 部 に 収 納 さ れ た 内 視
鏡 用 ク リ ッ プ （ ５ ０ ） を 備 え た 、 内 視 鏡 用 ク リ ッ プ 内 蔵 包 装 体 で あ る 。
【 考 案 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 考 案 の 包 装 体 に よ れ ば 、 基 材 と フ ィ ル ム と の 間 に 内 視 鏡 用 ク リ ッ プ が 遊 動 し な い 状 態
で 収 納 さ れ る よ う に 、 お よ び 、 内 視 鏡 用 ク リ ッ プ を 収 納 し た 場 合 に お い て 、 当 該 内 視 鏡 用
ク リ ッ プ の 接 続 部 の 平 面 視 側 部 に 位 置 す る ヒ ー ト シ ー ル 部 の 少 な く と も 一 方 が 、 接 続 部 に
向 か っ て 湾 入 す る よ う な 凹 み を 有 す る よ う に 、 ヒ ー ト シ ー ル 部 が 形 成 さ れ て い る 。 こ れ に
よ り 、 基 材 か ら フ ィ ル ム を 剥 離 し た 際 に 、 該 凹 み を 介 し て フ ィ ル ム が 切 断 さ れ 、 フ ィ ル ム
の 一 部 が 剥 離 す る こ と に よ り 、 内 視 鏡 用 ク リ ッ プ の 接 続 部 近 傍 の み を 露 出 さ せ る こ と が で
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き る 。 そ し て 、 露 出 し て い な い 把 持 部 を 、 包 装 体 を 介 し て 掴 ん で 、 接 続 部 を カ テ ー テ ル に
接 続 す る こ と に よ り 、 ク リ ッ プ の 衛 生 を 保 つ こ と が で き 、 ク リ ッ プ の 装 着 作 業 を 容 易 か つ
迅 速 に 行 う こ と が で き る 。
【 考 案 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 ＜ 本 考 案 の 概 要 ＞
  以 下 本 考 案 を 図 面 に 示 す 実 施 形 態 に 基 づ き 説 明 す る 。
  図 １ （ ａ ） に 本 考 案 の 内 視 鏡 用 ク リ ッ プ を 収 納 す る た め の 包 装 体 の 平 面 図 （ 正 面 図 ） を
示 す 。 図 １ （ ｂ ） に 本 考 案 の 内 視 鏡 用 ク リ ッ プ を 収 納 す る た め の 包 装 体 の 背 面 図 を 示 す 。
ま た 、 図 ２ に 本 考 案 の 内 視 鏡 用 ク リ ッ プ を 収 納 す る た め の 包 装 体 の 使 用 形 態 を 示 す 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 ま ず 、 図 １ お よ び 図 ２ に 基 づ い て 、 本 考 案 の 内 視 鏡 用 ク リ ッ プ ５ ０ を 収 納 す る た め の 包
装 体 １ ０ ０ の 概 要 を 説 明 す る 。 図 １ に 示 し た よ う に 、 本 考 案 の 内 視 鏡 用 ク リ ッ プ ５ ０ （ 図
２ ） を 収 納 す る た め の 包 装 体 １ ０ ０ は 、 基 材 ２ ０ お よ び フ ィ ル ム １ ０ を 備 え て 構 成 さ れ 、
例 え ば 矩 形 状 に 形 成 さ れ て い る 。 基 材 ２ ０ お よ び フ ィ ル ム １ ０ に は 、 互 い に ヒ ー ト シ ー ル
さ れ た ヒ ー ト シ ー ル 部 １ ６ と 、 ヒ ー ト シ ー ル 部 １ ６ 以 外 の 部 分 で あ る 、 ヒ ー ト シ ー ル さ れ
て い な い 非 ヒ ー ト シ ー ル 部 １ ２ 、 １ ４ と が 設 け ら れ て い る 。 非 ヒ ー ト シ ー ル 部 １ ４ は 、 フ
ィ ル ム １ ０ お よ び 基 材 ２ ０ の 略 中 央 部 分 に 設 け ら れ 、 非 ヒ ー ト シ ー ル 部 １ ４ に お け る フ ィ
ル ム １ ０ お よ び 基 材 ２ ０ の 間 は 、 そ の 下 側 部 分 が 開 放 し た 状 態 に な っ て い る 。 こ の 開 放 部
分 を 介 し て 、 非 ヒ ー ト シ ー ル 部 １ ４ に は 、 内 視 鏡 用 ク リ ッ プ ５ ０ が 収 納 さ れ る 。 ま た 、 非
ヒ ー ト シ ー ル 部 １ ２ は 、 フ ィ ル ム １ ０ お よ び 基 材 ２ ０ の 隅 部 分 （ 図 １ 中 の 上 側 の 左 右 部 分
） に 設 け ら れ 、 フ ィ ル ム １ ０ を 基 材 ２ ０ か ら 剥 離 す る 際 に フ ィ ル ム １ ０ を 掴 む た め 等 に 使
用 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 非 ヒ ー ト シ ー ル 部 １ ４ に 内 視 鏡 用 ク リ ッ プ ５ ０ が 収 納 さ れ た 後 、 非 ヒ ー ト シ ー ル 部 １ ４
の 端 部 が ヒ ー ト シ ー ル さ れ る 。 こ れ に よ り 、 図 ２ （ ａ ） に 示 す よ う な 形 態 と な る 。 こ の 形
態 に お い て 滅 菌 さ れ 、 商 品 と し て 流 通 し 、 医 療 現 場 に お い て 使 用 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 現 場 で の 使 用 形 態 を 説 明 す る と 、 非 ヒ ー ト シ ー ル 部 １ ２ に お け る フ ィ ル ム １ ０ を 掴 ん で
、 図 ２ （ ａ ） 矢 印 Ｘ 方 向 に 引 っ 張 る こ と に よ り 、 図 ２ （ ａ ） に お け る 上 部 側 の フ ィ ル ム １
０ が 基 材 ２ ０ か ら 剥 離 さ れ る 。 こ れ に よ り 図 ２ （ ｂ ） に 示 し た よ う に 、 内 視 鏡 用 ク リ ッ プ
５ ０ の 接 続 部 ５ ２ の み が 外 部 に 露 出 す る 。 そ し て 、 こ の 露 出 し た 接 続 部 ５ ２ を 、 カ テ ー テ
ル ６ ０ に 装 着 す る 。 こ れ に よ り 、 内 視 鏡 用 ク リ ッ プ ５ ０ に 触 れ な く て も 、 内 視 鏡 用 ク リ ッ
プ ５ ０ を カ テ ー テ ル ６ ０ に 装 着 す る こ と が で き る 。 以 下 、 本 考 案 の 各 構 成 要 素 に つ い て 個
別 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 ＜ 内 視 鏡 用 ク リ ッ プ ５ ０ ＞
  本 考 案 の 包 装 体 に 収 納 す る こ と が で き る 内 視 鏡 用 ク リ ッ プ ５ ０ は 、 特 に 限 定 さ れ ず 、 衛
生 上 等 の 点 か ら 、 手 に 直 接 触 れ な い 方 が 好 ま し い 用 途 に 使 用 さ れ る も の で あ れ ば よ い 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 例 え ば 、 図 ２ に 示 し た 内 視 鏡 用 ク リ ッ プ ５ ０ は 、 ク リ ッ プ 本 体 ５ ６ と 、 ク リ ッ プ 本 体 ５
６ を 開 閉 す る た め の 部 材 で あ る 管 状 部 材 と し て の 押 さ え 管 ５ ８ と を 備 え て 構 成 さ れ る 。 ク
リ ッ プ 本 体 ５ ６ は 、 一 端 側 の 把 持 部 ５ ４ と 、 他 端 側 の 接 続 部 ５ ２ と を 備 え て 構 成 さ れ て い
る 。 把 持 部 ５ ４ は 、 体 内 の 部 位 を 把 持 可 能 に 開 閉 す る 一 対 の 腕 部 を 有 す る 、 例 え ば 断 面 Ｖ
字 状 の 部 材 で あ る 。 接 続 部 ５ ２ は 、 後 述 す る カ テ ー テ ル ６ ０ の 先 端 部 分 を 取 り 付 け る 部 分
で あ り 、 例 え ば 断 面 Ｖ 字 状 の 根 元 部 分 に 設 け ら れ た リ ン グ 状 の 部 分 で あ る 。 押 さ え 管 ５ ８
は 、 把 持 部 ５ ４ と 接 続 部 ５ ２ と の 間 で 摺 動 可 能 に 構 成 さ れ 、 こ の 押 さ え 管 ５ ８ の 摺 動 に よ
り 、 Ｖ 字 状 の 把 持 部 ５ ４ の 先 端 部 分 を 開 閉 さ せ る こ と が で き る 。 す な わ ち 、 こ の 形 態 の ク
リ ッ プ ５ ０ に お い て は 、 リ ン グ 状 の 接 続 部 ５ ２ を 図 ２ （ ｂ ） に お け る 上 方 向 に 引 っ 張 っ て
、 換 言 す れ ば 、 ク リ ッ プ 本 体 ５ ６ の 位 置 を 固 定 し た 状 態 で 、 押 さ え 管 ５ ８ を 図 中 下 側 に 押
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し 下 げ る こ と に よ り 、 把 持 部 ５ ４ が 閉 じ る よ う に な っ て い る 。 ま た 、 こ の 動 作 の 逆 の 動 作
を 行 う こ と 、 す な わ ち 、 押 さ え 管 ５ ８ の 位 置 を 固 定 し た 状 態 で 、 ク リ ッ プ 本 体 ５ ６ の 接 続
部 ５ ２ を 図 中 下 側 に 押 し 下 げ る こ と に よ り 、 把 持 部 ５ ４ を 開 く こ と が で き る 。 図 ２ （ ｃ ）
に 示 す よ う に 、 接 続 部 ５ ２ は 、 カ テ ー テ ル ６ ０ の 先 端 部 に 接 続 さ れ る 。 内 視 鏡 用 ク リ ッ プ
５ ０ の 材 質 は 、 特 に 限 定 さ れ な い が 、 通 常 は ス テ ン レ ス 製 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 ＜ 包 装 体 １ ０ ０ ＞
  本 考 案 の 包 装 体 １ ０ ０ は 、 基 材 ２ ０ と フ ィ ル ム １ ０ に よ り 構 成 さ れ 、 基 材 ２ ０ と フ ィ ル
ム １ ０ の 所 定 部 分 が ヒ ー ト シ ー ル さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 （ 基 材 ２ ０ ）
  基 材 ２ ０ と し て は 、 不 織 布 が 使 用 さ れ る 。 不 織 布 と し て は 、 例 え ば 、 タ イ ベ ッ ク １ ０ ５
９ Ｂ （ デ ュ ポ ン 社 製 ） 等 の 多 孔 性 不 織 布 を 使 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 （ フ ィ ル ム １ ０ ）
  フ ィ ル ム １ ０ と し て は 、 基 材 層 ／ ヒ ー ト シ ー ル 層 の 構 成 の 積 層 フ ィ ル ム を 用 い る こ と が
で き る 。 例 え ば 、 ポ リ エ チ レ ン テ レ フ タ レ ー ト ／ ポ リ エ チ エ レ ン 、 ポ リ エ チ レ ン テ レ フ タ
レ ー ト ／ 無 延 伸 ポ リ プ ロ ピ レ ン 、 ナ イ ロ ン ／ ポ リ エ チ レ ン 、 ナ イ ロ ン ／ 無 延 伸 ポ リ プ ロ ピ
レ ン 等 の 積 層 フ ィ ル ム を 挙 げ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 基 材 ２ ０ と し て 不 織 布 を 使 用 す る 場 合 は 、 上 記 フ ィ ル ム １ ０ の ヒ ー ト シ ー ル 層 と 不 織 布
と を 接 触 さ せ て 加 熱 圧 着 す る こ と に よ り ヒ ー ト シ ー ル す る こ と が で き る 。 ま た 、 基 材 ２ ０
と し て 紙 等 の ヒ ー ト シ ー ル 性 を 有 さ な い 材 料 を 使 用 す る 場 合 は 、 基 材 ２ ０ 上 に ホ ッ ト メ ル
ト 接 着 剤 を コ ー テ ィ ン グ し て か ら 、 フ ィ ル ム １ ０ と ヒ ー ト シ ー ル さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 フ ィ ル ム １ ０ は 、 内 視 鏡 用 ク リ ッ プ ５ ０ の 接 続 部 ５ ２ の 平 面 視 側 部 方 向 、 つ ま り 、 図 １
お よ び 図 ２ に お け る 横 方 向 に お い て 、 切 断 し 易 い フ ィ ル ム で あ る こ と が 好 ま し い 。 こ の よ
う な フ ィ ル ム と し て は 、 該 横 方 向 に 延 伸 処 理 さ れ た フ ィ ル ム 、 該 横 方 向 に 沿 っ て 直 線 状 の
エ ン ボ ス 形 状 が 表 面 に 付 与 さ れ た フ ィ ル ム 等 を 用 い る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 （ ヒ ー ト シ ー ル 部 １ ６ ）
  本 考 案 の 包 装 体 １ ０ ０ は 、 ヒ ー ト シ ー ル 部 １ ６ の 形 状 に 特 徴 を 有 し て い る 。 ま ず ヒ ー ト
シ ー ル 部 １ ６ は 、 内 視 鏡 用 ク リ ッ プ ５ ０ を 遊 動 し な い 状 態 で 収 納 で き る よ う に 形 成 さ れ る
。 図 １ （ ａ ） に 示 し た 形 態 に よ り 具 体 的 に 説 明 す る と 、 ヒ ー ト シ ー ル 部 １ ６ を 形 成 す る こ
と に よ り 、 非 ヒ ー ト シ ー ル 部 １ ４ 、 １ ２ が 形 成 さ れ る 。 非 ヒ ー ト シ ー ル 部 １ ４ は 、 内 視 鏡
用 ク リ ッ プ ５ ０ を 収 納 す る た め の 部 分 で あ り 、 略 三 角 形 状 に 形 成 さ れ て い る 。 こ れ に よ り
、 図 ２ （ ａ ） に 示 し た よ う に 、 内 視 鏡 用 ク リ ッ プ ５ ０ を 収 納 し て 、 非 ヒ ー ト シ ー ル 部 １ ４
の 平 面 視 下 部 が ヒ ー ト シ ー ル さ れ た 場 合 に 、 内 視 鏡 用 ク リ ッ プ ５ ０ が 接 続 部 ５ ２ を 上 に 、
把 持 部 ５ ４ を 下 に し た 状 態 で 、 ク リ ッ プ ５ ０ を 遊 動 さ せ な い で 保 持 で き る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 非 ヒ ー ト シ ー ル 部 １ ２ は 、 フ ィ ル ム １ ０ を 剥 離 す る 際 に 、 フ ィ ル ム １ ０ を 掴 む 部 分 と し
て 用 い ら れ る 。 図 １ （ ａ ） に 示 し た 形 態 に お い て は 、 フ ィ ル ム １ ０ を 掴 み 易 く す る た め に
、 ヒ ー ト シ ー ル 部 １ ６ の 平 面 視 上 部 が 斜 め に 形 成 さ れ て お り 、 こ れ に よ り 、 非 ヒ ー ト シ ー
ル 部 １ ２ が 大 き く 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 （ 凹 み １ ５ ）
  ま た 、 ヒ ー ト シ ー ル 部 １ ６ は 、 内 視 鏡 用 ク リ ッ プ ５ ０ を 収 納 し た 場 合 に お い て 、 当 該 内
視 鏡 用 ク リ ッ プ ５ ０ の 接 続 部 ５ ２ の 平 面 視 側 部 に 位 置 す る ヒ ー ト シ ー ル 部 １ ６ の 少 な く と
も 一 方 が 、 該 接 続 部 ５ ２ に 向 か っ て 湾 入 す る よ う な 凹 み １ ５ を 有 し て い る 。 こ の よ う に ヒ
ー ト シ ー ル 部 １ ６ に 凹 み １ ５ を 形 成 す る こ と に よ っ て 、 図 ２ （ ａ ） お よ び （ ｂ ） に 示 す よ

10

20

30

40

50

(5) JP 3123739 U 2006.7.27



う に 、 非 ヒ ー ト シ ー ル 部 １ ２ に お け る フ ィ ル ム １ ０ を 掴 ん で 、 フ ィ ル ム １ ０ を 基 材 ２ ０ か
ら 剥 離 す る 際 に お い て 、 フ ィ ル ム １ ０ が 凹 み １ ５ を 介 し て 切 断 さ れ 、 フ ィ ル ム １ ０ の 上 部
を 基 材 ２ ０ か ら 剥 離 す る こ と が で き る 。 こ れ に よ り 、 内 視 鏡 用 ク リ ッ プ ５ ０ の 接 続 部 ５ ２
近 傍 の み を 外 部 に 露 出 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 凹 み １ ５ は 、 内 視 鏡 用 ク リ ッ プ ５ ０ を 収 納 し た 場 合 に お い て 、 当 該 内 視 鏡 用 ク リ ッ プ ５
０ の 接 続 部 ５ ２ の 平 面 視 側 部 に 位 置 す る ヒ ー ト シ ー ル 部 １ ６ の 両 方 に お い て 形 成 さ れ て い
る こ と が 好 ま し い 。 こ の 場 合 、 フ ィ ル ム １ ０ の 上 部 を 左 右 両 方 向 に 剥 離 す る こ と が で き 、
二 つ の 非 ヒ ー ト シ ー ル 部 １ ２ の ど ち ら を 掴 ん で も フ ィ ル ム １ ０ を 剥 離 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 凹 み １ ５ の 形 状 は 、 内 視 鏡 用 ク リ ッ プ ５ ０ を 収 納 し た 場 合 に お い て 、 当 該 内 視 鏡 用 ク リ
ッ プ ５ ０ の 接 続 部 ５ ２ に 向 か っ て 湾 入 す る よ う な 頂 角 ７ ０ ° 以 下 の 鋭 角 の 凹 部 で あ る こ と
が 好 ま し い 。 こ の よ う な 形 状 と す る こ と に よ っ て 、 フ ィ ル ム １ ０ を 剥 離 す る 際 に 凹 部 に 応
力 が 集 中 し て 、 凹 部 を 介 し て フ ィ ル ム １ ０ が 切 断 さ れ 易 く な る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 （ 切 り 込 み ３ ０ ）
  本 考 案 の 包 装 体 １ ０ ０ に お い て は 、 内 視 鏡 用 ク リ ッ プ ５ ０ を 収 納 し た 場 合 に お い て 、 当
該 内 視 鏡 用 ク リ ッ プ ５ ０ の 接 続 部 ５ ２ の 平 面 視 側 部 方 向 に お け る 、 包 装 体 １ ０ ０ の 側 端 部
に 、 切 り 込 み ３ ０ が 形 成 さ れ て い る こ と が 好 ま し い 。 非 ヒ ー ト シ ー ル 部 １ ２ を 掴 ん で 、 フ
ィ ル ム １ ０ を 基 材 ２ ０ か ら 剥 離 す る 際 に は 、 切 り 込 み ３ ０ が 起 点 と な っ て 、 フ ィ ル ム １ ０
が 切 断 さ れ 、 フ ィ ル ム １ ０ が 横 方 向 に 切 断 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 図 １ （ ａ ） の 平 面 図 に お い て 、 フ ィ ル ム １ ０ を 透 視 し て 、 基 材 ２ ０ の 上 端 部 を 点 線 で 示
し た よ う に 、 本 考 案 の 包 装 体 １ ０ ０ に お い て は 、 図 １ の 平 面 視 上 部 に お い て 、 フ ィ ル ム １
０ が 余 分 に は み 出 る よ う に し て フ ィ ル ム １ ０ と 基 材 ２ ０ と が ヒ ー ト シ ー ル さ れ て い る こ と
が 好 ま し い 。 こ の 場 合 、 図 １ （ ｂ ） の 背 面 図 に お い て は 、 基 材 ２ ０ の 上 部 に フ ィ ル ム １ ０
が は み 出 て 見 え て い る 。 こ の よ う に ヒ ー ト シ ー ル す る こ と に よ り 、 実 際 に 使 用 す る 現 場 に
お い て 、 フ ィ ル ム １ ０ を 基 材 ２ ０ か ら 剥 離 す る 作 業 を 容 易 か つ 迅 速 に 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 図 ２ に 沿 っ て 、 本 考 案 の 包 装 体 １ ０ ０ の 実 際 の 使 用 形 態 を 説 明 す る 。 本 考 案 の 包 装 体 １
０ ０ は 、 非 ヒ ー ト シ ー ル 部 １ ４ に お け る フ ィ ル ム １ ０ と 基 材 ２ ０ と の 間 に 内 視 鏡 用 ク リ ッ
プ ５ ０ が 収 納 さ れ 、 非 ヒ ー ト シ ー ル 部 １ ４ の 平 面 視 下 部 が ヒ ー ト シ ー ル さ れ て 、 図 ２ （ ａ
） の 形 態 と さ れ る 。 そ の 後 、 内 視 鏡 用 ク リ ッ プ ５ ０ を 含 む 包 装 体 １ ０ ０ は 、 Ｅ Ｏ Ｇ 等 の ガ
ス に よ り 滅 菌 処 理 さ れ て 流 通 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 実 際 に 医 療 現 場 に お い て 使 用 す る 際 に お い て は 、 使 用 者 は 、 フ ィ ル ム １ ０ の 非 ヒ ー ト シ
ー ル 部 １ ２ を 掴 ん で フ ィ ル ム １ ０ を 横 方 向 に 引 っ 張 る こ と に よ っ て 、 フ ィ ル ム １ ０ の 上 部
の み を 基 材 ２ ０ か ら 剥 離 す る こ と が で き る 。 こ の 際 、 フ ィ ル ム １ ０ を 剥 離 す る 応 力 が ま ず
切 り 込 み ３ ０ に 集 中 し 、 こ こ か ら 切 断 が 始 ま り 、 そ の 後 応 力 が 凹 み １ ５ に 伝 わ り 、 順 に 他
方 の 凹 み １ ５ 、 切 り 込 み ３ ０ と 応 力 が 伝 わ り 、 フ ィ ル ム １ ０ を 平 面 視 横 方 向 に お い て ス ム
ー ズ に 切 断 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 こ の よ う に 、 フ ィ ル ム １ ０ の 上 部 の み を 基 材 ２ ０ か ら 剥 離 す る こ と に よ っ て 、 内 視 鏡 用
ク リ ッ プ ５ ０ の 接 続 部 ５ ２ の み が 外 部 に 露 出 す る 。 使 用 者 は 、 外 部 に 露 出 し て い な い 、 把
持 部 ５ ４ 側 を 包 装 体 １ ０ ０ を 介 し て 掴 む こ と に よ り 、 露 出 し た 接 続 部 ５ ２ を カ テ ー テ ル ６
０ に 接 続 す る こ と が で き る 。 こ の よ う に し て 、 ク リ ッ プ ５ ０ に は 直 接 触 れ ず に 、 ク リ ッ プ
５ ０ を カ テ ー テ ル ６ ０ に 衛 生 的 に 装 着 す る こ と が で き る 。 な お 、 図 ２ （ ｃ ） の 形 態 に お い
て は 、 ク リ ッ プ の 接 続 部 ５ ２ を カ テ ー テ ル ６ ０ に 装 着 し 易 い よ う に 、 フ ィ ル ム １ ０ が 剥 離
さ れ た 基 材 ２ ０ 部 分 を 後 部 側 に 折 り 返 し て 使 用 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
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　 以 上 、 現 時 点 に お い て 、 も っ と も 、 実 践 的 で あ り 、 か つ 、 好 ま し い と 思 わ れ る 実 施 形 態
に 関 連 し て 本 考 案 を 説 明 し た が 、 本 考 案 は 、 本 願 明 細 書 中 に 開 示 さ れ た 実 施 形 態 に 限 定 さ
れ る も の で は な く 、 請 求 の 範 囲 お よ び 明 細 書 全 体 か ら 読 み 取 れ る 考 案 の 要 旨 或 い は 思 想 に
反 し な い 範 囲 で 適 宜 変 更 可 能 で あ り 、 そ の よ う な 変 更 を 伴 う 内 視 鏡 用 ク リ ッ プ を 収 納 す る
た め の 包 装 体 お よ び 内 視 鏡 用 ク リ ッ プ 内 蔵 包 装 体 も ま た 本 考 案 の 技 術 的 範 囲 に 包 含 さ れ る
も の と し て 理 解 さ れ な け れ ば な ら な い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ６ 】
【 図 １ 】 図 １ （ ａ ） は 、 本 考 案 の 内 視 鏡 用 ク リ ッ プ を 収 納 す る た め の 包 装 体 の 平 面 図 で あ
る 。 図 １ （ ｂ ） は 、 本 考 案 の 内 視 鏡 用 ク リ ッ プ を 収 納 す る た め の 包 装 体 の 背 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 考 案 の 内 視 鏡 用 ク リ ッ プ を 収 納 す る た め の 包 装 体 の 使 用 形 態 を 説 明 す る 図 面 で
あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 １ ０ 　 フ ィ ル ム
　 １ ２ 、 １ ４ 　 非 ヒ ー ト シ ー ル 部
　 １ ５ 　 凹 み
　 １ ６ 　 ヒ ー ト シ ー ル 部
　 ２ ０ 　 基 材
　 ３ ０ 　 切 り 込 み
　 ５ ０ 　 ク リ ッ プ
　 ５ ２ 　 接 続 部
　 ５ ４ 　 把 持 部
　 ５ ６ 　 ク リ ッ プ 本 体
　 ５ ８ 　 押 さ え 管
　 ６ ０ 　 カ テ ー テ ル
　 １ ０ ０ 　 包 装 体
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

(8) JP 3123739 U 2006.7.27



专利名称(译) 用于容纳内窥镜夹的包装

公开(公告)号 JP3123739U 公开(公告)日 2006-07-27

申请号 JP2006003592U 申请日 2006-05-12

[标]申请(专利权)人(译) 日本瑞翁株式会社

申请(专利权)人(译) 日本Zeon有限公司

当前申请(专利权)人(译) 日本Zeon有限公司

[标]发明人 西川研

发明人 西川 研

IPC分类号 A61B19/02 A61B17/12 B65D75/36 B65D85/00

FI分类号 A61B19/02.505 A61B17/12.320 B65D75/36 B65D85/00.Z

代理人(译) 星野哲郎
山下明彦

外部链接 Espacenet

摘要(译)

（经修改） 要解决的问题：提供用于容纳内窥镜夹的包装，该内窥镜夹
能够清洁地保持内窥镜的夹子并且更容易地执行对导管的附接操作。A具
有用于夹紧使开口并在一端封闭该本体的一部分上，封装100用于容纳内
窥镜夹50具有在另一端处连接到导管60的连接部分52的抓握部分54其包
括基材20和薄膜10，在它们之间进行内窥镜点击密封部分16，其中基材
和薄膜被热密封以便被容纳在其不能自由移动的状态下，并且在容纳内
窥镜夹的情况下，内窥镜夹的连接部分位于平面图中的侧部上的至少一
个热封部分朝向连接部分弯曲我们必须让住房凹坑15，包内窥镜剪辑。

https://share-analytics.zhihuiya.com/view/2a3afa6c-4b9e-4254-8c89-83035ccade80
https://worldwide.espacenet.com/patent/search/family/043473718/publication/JP3123739U?q=JP3123739U

